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上越市障害者用自動車改造助成金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、身体障害者が自立した生活、社会活動への参加及び就労（以下「就労

等」という。）の利用に供することを目的として、自ら所有し、運転する自動車を改造する

ために必要な費用の一部に対し、予算の範囲内で交付する助成金の交付に関し、上越市補

助金交付規則（昭和４６年上越市規則第５６号。以下「規則」という。）に定めるもののほ

か、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において「身体障害者」とは、身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８

３号）第１５条第４項の規定により交付された身体障害者手帳（以下「手帳」という。）を

所持する人をいう。 

２ この要綱において「自動車の改造」とは、自動車の操行装置、駆動装置等の改造をいう。 

（助成対象者） 

第３条 助成金の交付を受けることができる人は、市内に住所を有する人のうち次の各号に

掲げる要件のいずれにも該当する人とする。 

(1) 運転免許を取得し、又は取得しようとしていること。 

(2) 手帳に記載された障害が上肢、下肢又は体幹機能障害であり、その等級が１級若しく

は２級であること又は道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第９２条に規定する運

転免許証（以下「運転免許証」という。）の免許の条件等の欄に手帳に記載の障害に応じ

た改造の要件が記載されていること。 

(3) 就労等の利用に供するため、自ら所有し、運転する自動車の改造を行うこと。 

(4) 申請日前５年以内に、自動車の改造について本市の助成金その他反対給付のない給付

金の交付を受けていないこと。 

(5) 助成金の申請をする月の属する年の前年（申請月が１月から６月までにあっては、

前々年）における助成対象者本人並びにその配偶者及び扶養義務者の所得税に係る課税

所得金額が、当該月に適用する特別障害者手当に係る所得制限の限度額を超えていない

こと。 

（助成対象経費） 

第４条 助成金の交付の対象となる経費は、自動車の改造に要する費用とする。 

（助成金の額等） 

第５条 助成金の額は、前条に規定する助成対象経費の額（当該額に１，０００円未満の端

数があるときは、当該端数を切り捨てた額）とし、１０万円を限度とする。 



2/11 

（交付申請） 

第６条 助成金の交付を受けようとする人は、規則第２条の規定にかかわらず、障害者用自

動車改造助成金交付申請書（第１号様式）に、同条に規定する添付書類に代えて次に掲げ

る書類を添えて市長に提出するものとする。 

(1) 手帳の写し 

(2) 運転免許証の写し（運転免許を既に取得している人に限る。） 

(3) 改造に要する費用の見積書の写し（当該費用の内訳が記載してあるものに限る。） 

(4) 自動車検査済証の写し（既に所有する自動車を改造する場合に限る。） 

(5) 別に定める課税状況の調査に関する承諾書（前年又は前々年に本市に住所を有しない

人にあっては、所得税の課税証明書） 

(6) その他市長が必要と認める書類 

（交付決定通知） 

第７条 市長は、前条の規定による申請があったときは、これを審査し、交付の可否を決定

したときは、障害者用自動車改造助成金交付／決定／却下／通知書（第２号様式）により

申請者に通知するものとする。 

（交付条件） 

第８条 規則第４条の規定により付する条件は、次のとおりとする。 

(1) 自動車の改造を行った後に運転免許を取得する人にあっては、運転免許証の交付を受

けること。 

(2) 自動車の改造により効用の増加した自動車を補助金の交付の目的に沿って使用する

とともに、その適正な管理運用を図ること。 

（変更等の承認） 

第９条 規則第６条第１項の承認を受けようとする人は、障害者用自動車改造助成事業／変

更／中止／廃止／承認申請書（第３号様式）により市長に申請するものとする。 

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、これを審査し、変更、中止又は廃止の

可否を決定したときは、障害者用自動車改造助成事業／変更／中止／廃止／ ／承認／却

下／通知書（第４号様式）により申請者に通知するものとする。 

（実績報告） 

第１０条 規則第８条第１項の規定による実績報告は、改造終了後（第８条第１号の条件を

付された人にあっては、改造終了後かつ運転免許証の交付を受けた後）、速やかに障害者

用自動車改造報告届（第５号様式）を市長に提出することにより行うものとする。 

２ 規則第８条第２項に規定する書類は、次に掲げるものとする。 
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(1) 改造に要した費用に係る領収書の写し（当該費用の内訳が記載してあるものに限る。） 

(2) 改造箇所の写真 

(3) 改造後の自動車検査済証の写し 

(4) 運転免許証の写し（第８条第１号の条件が付されている場合に限る。） 

（助成金の交付） 

第１１条 助成金は、規則第９条の規定により助成金の額を確定した後に交付するものとす

る。 

（交付決定の取消し） 

第１２条 市長は、規則第１０条第１項の規定により助成金の交付の決定の全部又は一部を

取り消したときは、障害者用自動車改造助成金交付決定取消通知書（第６号様式）により

速やかに助成金の交付の決定を受けた人に通知するものとする。 

（財産の処分の制限に係る規定の適用除外） 

第１３条 規則第１２条ただし書の規定により、同条本文の規定は、適用しないものとする。 

（その他） 

第１４条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成１９年２月１日から実施する。 

附 則 

（実施期日） 

１ この要綱は、平成２２年４月１日から実施する。 

（経過措置） 

２ 改正後の上越市障害者用自動車改造助成金交付要綱の規定は、この要綱の実施の日以後

に申請のある助成について適用し、同日前に申請のあった助成については、なお従前の例

による。 

附 則 

（実施期日） 

１ この要綱は、平成２３年８月３１日から実施する。 

（経過措置） 

２ この要綱の実施の際現に交付され、又は保有している改正前の上越市障害者用自動車改

造助成金交付要綱に規定する様式は、当分の間、適宜、適切な修正を加えて、改正後の上

越市障害者用自動車改造助成金交付要綱に規定する様式の相当する様式として使用するこ

とができる。 
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附 則 

（実施期日） 

１ この要綱は、平成２５年１月１日から実施する。 

（経過措置） 

２ この要綱の実施の際現に交付され、又は保有している改正前の第１号様式は、当分の間、

適宜、適切な修正を加えて、改正後の第１号様式に相当する様式として使用することがで

きる。 

附 則 

（実施期日） 

１ この要綱は、平成２８年１月１日から実施する。 

（経過措置） 

２ この要綱の実施の際現に交付され、又は保有している改正前の第１号様式及び第３号様

式は、当分の間、適宜、適切な修正を加えて、改正後の第１号様式及び第３号様式に相当

する様式として使用することができる。 

附 則 

（実施期日） 

１ この要綱は、平成２８年４月１日から実施する。 

（経過措置） 

２ この要綱の実施の際現に交付され、又は保有している改正前の上越市障害者用自動車改

造助成金交付要綱に規定する様式は、当分の間、適宜、適切な修正を加えて、改正後の上

越市障害者用自動車改造助成金交付要綱に規定する様式の相当する様式として使用するこ

とができる。 

附 則 

この要綱は、令和３年７月２１日から実施する。 

附 則 

この要綱は、令和４年１１月２９日から実施する。 
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第１号様式（第６条関係） 

第２号様式（第７条関係） 

第３号様式（第９条関係） 

第４号様式（第９条関係） 

第５号様式（第１０条関係） 

第６号様式（第１２条関係） 

 


